


豊
か
な
森
の
恵
み
に
育
ま
れ
た

    

木
曽
谷
北
部
の
ま
ち
・
木
曽
町 

　

九
世
紀
頃
か
ら
集
落
が
発
達
し
て
き
た
木
曽
の

名
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
の
は
、木
曽
義
仲
の
挙
兵

で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
尾

張
藩
が
支
配
し
、木
曽
川
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
た
中

山
道
は
多
く
の
人
の
往
来
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

日義地区宮越

徳音寺

１

地
域
の
歴
史

木
曽
義
仲
と
木
曽
氏

　

木
曽
谷
に
多
く
の
人
が
定
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
九
世
紀
頃
と
さ
れ
、
一
〇

世
紀
に
は
木
曽
町
域
に
大
吉
祖
庄
が
成
立

し
て
お
り
、
そ
の
中
心
地
は
日
義
地
区
宮

越
付
近
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

荘
園
を
開
発
し
て
実
質
的
に
領
有
し
て
い

た
の
は
中
原
氏
で
、
木
曽
駒
高
原
で
木
曽

馬
を
育
成
す
る
牧
を
経
営
し
、
そ
の
財
政

力
を
背
景
に
軍
事
力
を
持
っ
て
木
曽
北
部

を
私
領
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

旧
日
義
村
の
村
名
が
、
朝
日
将
軍
木
曽

義
仲
に
由
来

し
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の

地
域
は
義
仲

と
縁
が
深

く
、
義
仲
が

住
ん
だ
宮
越

の
館
跡
、
生

母
小
枝
御
前

が
葬
ら
れ
た

徳
音
寺
な
ど

木
曽
谷
北
部
の
ま
ち
・
木
曽
町

　

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
は
、
県
の
南

西
部
に
位
置
し
、
県
内
町
村
最
大
面
積

四
六
七
・〇
六
ｋ㎡
で
総
面
積
の
九
五
・四
％

を
山
林
が
占
め
る
山
間
の
町
で
す
。
北
西

は
岐
阜
県
と
の
県
境
で
高
山
市
、
下
呂
市

と
接
し
、
西
部
は
木
曽
郡
王
滝
村
と
接
し

て
い
ま
す
。
北
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
は

木
祖
村
、
塩
尻
市
、
南
部
は
上

松
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
西
は

飛
騨
山
脈
の
続
き
で
木
曽
御
嶽

山（
三
〇
六
三
・四
ｍ
）が
ひ
と

き
わ
高
く
そ
び
え
、
東
に
は
木

曽
山
脈
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
中
央
を
流
れ
る
木
曽
川
に

沿
っ
て
国
道
一
九
号
と
JR
中
央

本
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
町
は
、平
成
一
七
年

（
二
〇
〇
五
）に
、
木
曽
福
島
町・

日
義
村・
開
田
村・
三
岳
村
の
一

町
三
村
が
合
併
し
て
生
ま
れ
た

木
曽
郡
内
で
は
唯
一
の
新
設
町

で
す
。

の
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

義
仲
は
、
久
寿
元
年（
一
一
五
四
）武
蔵

国
大
蔵（
現
埼
玉
県
比
企
郡
大
倉
）で
、
源

義
賢（
義
朝
の
弟
）の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
義
賢
は
悪
源
太
義
平（
義
朝
の
長

男
）に
攻
め
ら
れ
討
死
し
、
こ
の
時
二
歳

だ
っ
た
義
仲
は
木
曽
に
逃
れ
、
中
原
兼

遠
に
匿
わ
れ
て
養
育
さ
れ
ま
し
た
。
治
承

四
年（
一
一
八
〇
）九
月
、
挙
兵
し
た
義
仲

は
北
陸
道
を
進
み
、
平
氏
の
大
軍
を
各
地

で
撃
破
し
て
京
に
入
り
ま
し
た
。
入
京
後

は
、
後
白
川
法
王
と
の
確
執
な
ど
が
あ
っ

て
、
源
頼
朝
の
追
討
を
受
け
、
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）近
江
国
栗
津
原
で
戦
死
し
ま

し
た
。

　

義
仲
の
死
後
お
よ
そ
四
二
〇
年
に
わ
た

る
長
い
間
、
義
仲
の
子
孫
を
名
乗
る
木
曽

氏
が
、
木
曽
の
領
主
と
し
て
勢
力
を
拡
張

し
て
い
き
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
の
末
期
、

二
〇
代
義
利
が
、
徳
川
家
康
の
不
興
を
買

い
改
易
と
な
り
木
曽
氏
の
系
譜
は
絶
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
氏
滅
亡
後
、
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）

関
ヶ
原
の
戦
で
、
木
曽
氏
の
旧
臣・
山
村
良

勝
、
千
村
良
重
ら
が
徳
川
方
に
つ
い
て
木

曽
制
圧
に
功
績
を
あ
げ
、
山
村
氏
は
幕
府

直
轄
地
の
代
官
と
し
て
旧
主・
木
曽
氏
の
領

地
と
そ
の
領
民
を
治
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

日
義
地
区
の
用
水
開
削

　

木
曽
谷
に
あ
っ
て
平
坦
地
に
恵
ま
れ
た

日
義
地
区
で
は
、
江
戸
時
代
に
、
木
曽
川

や
木
曽
川
に
流
入
す
る
小
河
川
か
ら
引
水

す
る
用
水
が
数
多
く
開
削
さ
れ
て
い
ま
す
。



旧日義村用水路図

森林鉄道跡（橋桁）

義仲館

上ノ原用水隧孔路開削之碑

地
域
の
歴
史

2

最
も
古
い
用
水
は
、
木
曽
川
か
ら
水

を
引
い
た
下
島
用
水
で
、
開
削
は
慶

長
年
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
沢
川

の
水
を
野
又
地
先
で
取
り
入
れ
原
野

村
の
町
用
水
を
分
ち
、
在
家
一
円
の

田
畑
を
潤
す
大
溝
用
水
は
、
正
保
三

年（
一
六
四
六
）に
原
野
村
庄
屋
征
矢

野
孫
左
衛
門
が
開
削
し
ま
し
た
。
宝

永
三
年（
一
七
〇
六
）に
は
、
征
矢
野

勘
左
衛
門
ら
が
大
溝
用
水
か
ら
分
水

し
て
元
原
・
小
沢
方
面
に
引
水
す
る

原
井
水
を
開
削
、
新
田
開
発
を
進
め

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
砂
ヶ
瀬
井
水
、

町
川
用
水
、上
野
原
井
水
、野
上
井
水
、

新
地
用
水
、新
地
ノ
井
水
、徳
音
寺
い
せ
ぎ
、

瀬
が
島
用
水
な
ど
の
用
水
が
江
戸
時
代
に

開
削
さ
れ
、
灌
漑
用
水
の
ほ
か
、
中
山
道

宮
越
宿
や
町
方

の
用
水
、
集
落

の
生
活
用
水

に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
用
水
路
近
く
に
は
溜
池
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。
旱
乾
地
の
溜
池
が

灌
漑
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
造
ら
れ
る

の
に
対
し
て
、
当
地
の
溜
池
は
稲
の
増
収

の
た
め
に
水
温
を
高
め
る
目
的
で
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

木
曽
山
経
営
と
運
材
方
法
の
変
遷

　

木
曽
谷
は
、
大
部
分
が
森
林
山
岳
地
帯

で
占
め
ら
れ
、
古
く
か
ら
檜
の
産
地
と
し

て
名
高
く
、
江
戸
時
代
に
は
、
木
曽
谷
の

森
林（
木
曽
山
）と
木
曽
川
を
尾
張
藩
が
支

配
し
ま
し
た
。
尾
張
藩
は
木
曽
山
保
護
の

た
め
、
住
民
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
た
留

山・
巣
山
の
指
定
や
、
全
山
で
五
木（
ね
ず
こ・

あ
す
な
ろ・こ
う
や
ま
き・さ
わ
ら・ひ
の
き
）を
停
止
木
と

し
て
伐
採
を
禁
止
す
る
な
ど
厳
し
い
取
り

締
ま
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
方
で
は
停
止
木
以
外
の
雑
木
や
下
草
を

刈
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
明
山
と
呼
ば
れ
る

開
放
林
も
多
く
住
民
の
生
活
の
糧
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
新
政
府
は
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て

田
畑
と
同
様
に
山
林
も
私
有
林
と
官
林
に

区
別
し
ま
す
が
、
共
有
地
の
多
い
山
林
は

所
有
権
の
認
定
が
困
難
で
、
明
山
の
多
く

が
官
有
林
と
し
て
立
ち
入
り
禁
止
に
な
り
、

住
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

　

困
っ
た
木
曽
谷
の
人
々
は
、
江
戸
時
代

同
様
に
山
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

官
林
開
放
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
島
崎

藤
村
の
長
編
小
説「
夜
明
け
前
」の
主
人
公

は
、藤
村
の
父
親・
島
崎
正
樹
が
モ
デ
ル
で
、

官
林
開
放
運
動
の
代
表
者
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
藤
村
の
兄
広
助
は
正
樹
の
意

思
を
引
き
継
ぎ
、
皇
室
の
財
産・
御
料
林
を

保
護
す
る
代
償
と
し
て
雑
木
や
下
草
の
伐

採
を
願
い
出
ま
す
が
、
要
望
は
通
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
広
助
は
地
域
振
興
の
た
め

に「
御
下
賜
金
」を
貰
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
、
明
治
三
八
年（
一
九
〇
五
）宮
内
大
臣

よ
り「
御
下
賜
金
下
付
」の
通
達
が
下
り
ま

し
た
。

　

古
来
、
木

曽
山
で
伐
採

さ
れ
た
材
木

は
、
細
い
谷

川
か
ら
王
滝

川
や
木
曽
川

に
流
す「
木

曽
式
伐
木
運

材
法
」で
運

搬
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

河
川
を
流
送
す
る
こ
の
方
法
は
損
傷
や

流
失
が
多
く
、
さ
ら
に
木
曽
川
に
発
電
用

の
ダ
ム
建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
で
、
中
央

西
線
が
上
松
ま
で
開
通
し
た
明
治
四
四
年

（
一
九
六
九
）に
運
材
は
鉄
道
輸
送
に
切
り

替
わ
り
ま
し
た
。　

大
正
五
年（
一
九
二
六
）

木
曽
谷
最
初
の
森
林
鉄
道
・
上
松
小
川
線

が
開
通
、
つ
い
で
小
川
線
鬼
淵
停
車
場
を

起
点
に
王
滝
村
氷
ヶ
瀬
ま
で
の
王
滝
線
が

着
工
さ
れ
、
以
降
、
森
林
鉄
道
は
次
々
と

建
設
さ
れ
、
そ
の
延
長
は
県
下
最
大
の
規

模
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
鉄
道
は
運
材
以

外
に
、
住
民
の
移
動
や
物
資
運
搬
に
使
わ

れ
、
地
域
の
利
便
性
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
木

材
生
産
量
の
減
少
と
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
っ
て
廃
線
が
相
次
ぎ
、
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
）全
国
で
最
後
ま
で
残
っ
て
い

た
王
滝
線
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
の
衰
微
と
観
光
開
発

　

江
戸
時
代
の
木
曽
は
、
中
山
道
の
宿
場

町
の
繁
栄
と
木
曽
山
の
資
源
に
よ
っ
て
比

較
的
豊
か
な
地
域
で
し
た
。
し
か
し
、
明

治
に
な
っ
て
、
宿
駅
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

森
林
資
源
を
失
っ
た
木
曽
は
、
近
代
化
の

波
に
乗
り
遅
れ
た
産
業
の
少
な
い
山
間
地

と
し
て
衰
退
し
、
経
済
的
な
停
滞
は
戦
後

ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
）の
国
道
一
九

号
の
全
線
改
修
舗
装
と
、
中
央
西
線
の
複

線
電
化
の
進
捗
に
よ
っ
て
、
木
曽
は
中
京

圏・
関
西
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
雄

大
な
御
嶽
山
や
木
曽
川
の
渓
谷
美
な
ど
自

然
の
景
観
、
宿
場
町・
福
島
関
所
跡・
木
曽

義
仲
ゆ
か
り
の
地
な
ど
の
史
跡
、
ス
キ
ー

場・
キ
ャ
ン
プ
場・
登
山
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
と
い
っ
た
豊
富
な
資
源
を
活
か
し
た

観
光
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
木
曽
町
は
、「
日
本
の
ふ
さ
と・

豊
か
な
水
と
緑

あ
ふ
れ
る
故
郷

〜
木
曽
〜
」を
目

指
し
て
、「
木
曽
」

ブ
ラ
ン
ド
の
育

成・
発
信
、
資
源

を
活
か
し
た
新

し
い
産
業・
分
野

の
開
拓
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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王
滝
川
水
系
に
造
ら
れ
た

　
　

大
規
模
ダ
ム
と
利
水
施
設

　

木
曽
川
に
注
ぐ
支
流
の
中
で
も
流
域
が
広
く

水
量
が
豊
か
な
王
滝
川
は
、
早
く
か
ら
電
力
開

発
の
対
象
と
な
り
、
電
力
会
社
に
よ
る
水
利
権

獲
得
の
動
き
が
活
発
で
し
た
。
昭
和
初
期
か
ら

発
電
用
の
ダ
ム
が
多
く
建
設
さ
れ
、
戦
後
に
は
、

愛
知
用
水
の
水
が
め
・
牧
尾
ダ
ム
も
造
ら
れ
ま

し
た
。

王滝川（道の駅三岳付近）

西野川（西野川橋より）

王滝川水系図

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

木
曽
川
支
流
王
滝
川

　

王
滝
川
は
、御
嶽
山（
三
，〇
六
三・四
ｍ
）

の
西
山
麓
か
ら
沢
水
を
集
め
て
流
れ
、岐
阜

県
境
の
阿
寺
山
地
に
発
す
る
鯎

う
ぐ
い
が
わ
川
を
合
わ

せ
て
、さ
ら
に
御
嶽
東
山
麓
か
ら
流
れ
て
き

た
西
野
川
を
合
わ
せ
て
木
曽
川
に
注
い
で

い
ま
す
。
御
嶽
の
豊
富
な
雨
量
を
集
め
て
流

れ
る
王
滝
川
は
、
早
い
時
期
か
ら
水
力
発

電
の
適
地
と
し
て
注
目
さ
れ
、
三
浦・
王
滝

川
・
牧
尾
・
常
盤
・
木
曽
の
五
つ
の
ダ
ム
と

多
く
の
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

電
力
開
発
と
水
利
権

　

電
力
需
要
の
大
き
な
都
市
部
か
ら
遠
く

離
れ
た
山
間
地
の
河
川
に
、
大
規
模
な
発

電
所
を
建
設
す
る
動
き
は
、
明
治
時
代
後

期
に
高
圧
遠
距
離
送
電
が
可
能
に
な
っ
て

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
発
電

用
の
水
を
獲
得
し
た
い
電
力
会
社
は
、
関

係
す
る
地
元
自
治
体
に
河
川
利
用
の
交
渉

を
始
め
ま
す
。

　

木
曽
谷
に
お
い
て
は
、
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
が
、

読
書
村（
現
南
木
曽
町
）・
田
立
村（
現
南
木

曽
町
）
に
お
け
る
河
川
引
水
と
水
路
建
設

を
長
野
県
知
事
に
出
願
し
ま
し
た
。
こ
の

直
後
に
、
先

に
御
料
林
問

題
で
活
躍
し

た
島
崎
広
助

が
、
西
筑
摩

郡（
後
の
木
曽

郡
）
内
の
町

村
に
、
公
益

保
護
を
呼
び

か
け
る
書
類
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要

旨
は
、「
電
力
会
社
は
、
水
利
権
を
手
に
入

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
郡
下
の
町
村
長
は
、

公
益
保
護
の
上
か
ら
こ
の
利
権
を
保
有
し

て
、
適
当
に
開
発
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
つ
い
て
は
、
交
渉
の
た
め
全
権
利
を

自
分
に
委
任
し
て
欲
し
い
。」
と
言
う
も
の

で
し
た
。
島
崎
は
、
水
利
権
を
木
曽
谷
住

民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
、
各
町

村
が
一
致
し
て
電
力
会
社
と
の
交
渉
に
臨

む
こ
と
で
、
よ
り
良
い
条
件
を
引
き
出
せ

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
三
岳
村（
現
木
曽
町
三
岳
）
で

も
、「
水
力
発
電
事
業
ニ
付
公
益
保
持
に
関

す
る
件
」
と
し
て
、
島
崎
他
二
名
に
権
利

を
委
任
す
る
こ
と
を
村
会
で
付
議
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
村
会
は
三
名
の
委
任
者

の
う
ち
、
島
崎
を
除
い
て
決
議
し
ま
し
た
。

島
崎
が
除
か
れ
た
背
景
は
、
す
で
に
郡
内

の
町
村
が
個
々
に
電
力
会
社
と
交
渉
し
て

お
り
、
郡
長
を
は
じ
め
と
し
て
島
崎
を
避

け
る
気
運
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

明
治
四
一
年（
一
九
〇
八
）
に
は
、
名
古

屋
電
灯
株
式
会
社
が
読
書
村
・
田
立
村
の

権
利
を
得
た
ほ
か
、
福
島
町（
現
木
曽
町
福

島
）・
上
松
町
・
大
桑
村
の
権
利
を
日
本
電

力
株
式
会
社（
四
三
年
に
名
古
屋
電
灯
に
合

併
）
が
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

名
古
屋
電
灯
は
支
流
の
王
滝
川
で
も
新
た

に
発
電
水
利
地
区
を
調
査
し
、水
利
を
確
保

す
る
た
め
の
出
願
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

福
沢
桃
介
の
工
事
設
計
変
更
願

　

木
曽
川
の
発
電
所
建
設
が
加
速
す
る
の

は
、
後
に「
電
力
王
」
と
称
さ
れ
る
福
沢
桃

介
が
名
古
屋
電
灯
の
取
締
役
と
な
っ
て
か

ら
で
、
建
設
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

大
正
四
年（
一
九
一
五
）
長
野
県
知
事
に「
木

曽
川
河
水
願
中
一
部
変
更
願
」
を
提
出
し
、

翌
年
に
は
県
の
許
可
を
催
促
す
る
嘆
願
書

を
提
出
し
ま
す
。

　

申
請
を
受
け
て
県
は
、
地
元
町
村
に
諮

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
岳
村
の
答
申
文

書
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期
、

各
町
村
は
個
別
に
会
社
と
折
衝
を
行
い
、

種
々
の
名
目
で
寄
付
金
を
受
け
付
け
ま
し

た
。
三
岳
村
も
大
正
七
年（
一
九
一
八
）
に

「
米
価
騰
貴
ニ
付
細
民
救
済
資
金
」
と
し
て
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

寄
付
の
受
け
入
れ
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
同
年
、
西
野
川
と
王
滝
川
の
発
電

用
使
用
に
関
す
る
仮
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

王
滝
川
の
発
電
施
設

　

王
滝
川
水
系
の
水
利
権
を
得
た
日
本
発

送
電
は
、
昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）、
三

岳
下
殿
地
先
に
、
王
滝
川
初
の
大
ダ
ム
と

な
る
常
盤
ダ
ム（
別
名 

大
島
ダ
ム
）
と
、
ト

ン
ネ
ル
で
大
半
場
ま
で
導
水
す
る
常
盤
発

電
所
の
建
設
を
開
始
、
一
六
年（
一
九
四
一
）

に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
二
四
年（
一
九
四
九
）
に
、

王
滝
村
滝
越
地
先
に
王
滝
川
ダ
ム
と
、
三

岳
薮
原
地
先
の
御
岳
発
電
所
建
設
に
着
手

し
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
二
つ
を
結
ぶ
水

路
は
、
す
べ
て
岩
盤
の
山
腹
や
山
を
貫
い

た
ト
ン
ネ
ル
で
、
そ
の
延
長
約
三
〇
㎞
は

完
成
当
時
、
日
本
一
で
し
た
。

愛
知
用
水
の
水
源
・
牧
尾
ダ
ム

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
慢
性
的
な
水
不

足
に
苦
し
む
愛
知
県
知
多
半
島
に
、
遠
く

離
れ
た
木
曽
川
の
水
を
導
水
す
る
と
い
う
、

国
内
で
も
前
例
の
な
い
用
水
開
削
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
〇
年（
一
九
五
五
）

設
立
さ
れ
た
愛
知
用
水
公
団
に
よ
っ
て
、

岐
阜
県
兼
山
町（
現
可
児
市
）に
取
水
口
を

設
け
、
尾
張
東
部
丘
陵
地
を
通
っ
て
知
多

半
島
先
端
に
至
る
約
一
一
二
㎞
の
幹
線
水

路
と
、
幹
線
か
ら
分
岐
し
て
灌
漑
用
水
を

通
水
す
る
一
，〇
一
二
㎞
に
及
ぶ
支
線
水
路

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
水
源
と
し
て
三
岳
薮
原・
王
滝
村
二

子
持
地
先
の
王
滝
川
に
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
式

ダ
ム
の
建
設
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）に
始
め
ら
れ

た
工
事
は
、
世
界
銀
行
の
融
資
を
受
け
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
最
新
の
技
術・
建
設
機
械
を

取
り
入
れ
て
、わ
ず
か
五
年
で
竣
工
し
ま
す
。

愛
知
用
水
の
完
成
に
よ
っ
て
、尾
張
丘
陵
や

知
多
半
島
は
悲
願
の
安
定
し
た
灌
漑
用
水

や
生
活
用
水
の
供
給
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
豊
富
な
工
業
用
水
を
確
保
し
た

知
多
西
部
の
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯

は
急
速
に
発
展

し
ま
し
た
。

　

水
源
の
牧
尾

ダ
ム
は
、堤
高

一
〇
四・五
ｍ
・

堤
頂
長
二
六
〇

ｍ
、ダ
ム
湖
は
、

三
岳
村
と
王
滝

村
に
ま
た
が

る
総
貯
水
量

六
八 

，〇
〇
〇
，

〇
〇
〇
㎥
の
貯
水
池
で
、
御
岳
湖
と
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

発
電
用
水
の
再
開
発

　

昭
和
一
七
年（
一
九
四
二
）、
王
滝
川
上

流
部
に
大
規
模
な
貯
水
池・
三ミ
ウ
レ浦
ダ
ム
が
完

成
し
た
こ
と
で
、
最
上
流
部
か
ら
最
下
流

部
の
今
渡
発
電
所
ま
で
、
木
曽
川
水
系
の

電
力
開
発
は
一
通
り
尽
く
さ
れ
た
か
に
思

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
・
発
電
所

の
建
設
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
て
き
た
た
め
、
運
用
上
の
不
合

理
を
生
じ
さ
せ
、
水
系
全
体
の
発
電
能
力

を
効
率
よ
く
活
か
し
て
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

木
曽
川
本
流
筋
の
小
規
模
な
発
電
所
の
存

在
で
、
せ
っ
か
く
三
浦
ダ
ム
か
ら
大
量
の

補
給
水
を
放
出
し
て
も
、
使
用
で
き
る
水

量
が
少
な
い
四
つ
の
小
規
模
発
電
所
で
は

使
い
切
れ
ず
に
堰
か
ら
水
を
あ
ふ
れ
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
を

有
効
に
利
用
す
る
に
は
、
三
浦
ダ
ム
か
ら

の
補
給
水

量
を
抑
え

ざ
る
を
得

な
い
と
い

う
、
本
末
転

倒
な
状
況

に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に

対
し
て
関

西
電
力
で

は
、
三
浦
ダ
ム
か
ら
の
補
給
水
量
を
活
用

す
る
た
め
に
、
王
滝
川
の
木
曽
川
合
流
地

点
に
調
整
池
と
し
て
木
曽
ダ
ム
を
建
設
し
、

四
つ
の
小
規
模
発
電
所
を
バ
イ
パ
ス
し
て

下
流
部
に
導
水
す
る
再
開
発
を
計
画
し
ま

し
た
。
延
長
十
四・八
八
一
㎞
の
水
路
で
木

曽
発
電
所（
木
曽
郡
大
桑
村
）
に
送
水
、
さ

ら
に
読
書
ダ
ム
へ
と
延
び
る
放
水
路
も
昭

和
四
三
年（
一
九
六
八
）
に
完
成
。
こ
れ
に

よ
り
、
三
浦
ダ
ム
か
ら
今
渡
発
電
所
ま
で

が
、
一
貫
し
て
大
ダ
ム
を
伴
う
調
整
池
式

水
力
発
電
所
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
、
河
川

利
用
率
は
五
七
％
か
ら
七
六
％
へ
と
飛
躍

的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
ダ
ム
は
、
御
岳
湖
を
上
部

調
整
池
と
す
る
関
西
電
力
初
の
自
流
併
用

揚
水
式
発
電
所・
三
尾
発
電
所
の
下
流
調
整

地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
御
岳
湖
か
ら
発

電
の
た
め
に

木
曽
ダ
ム
に

放
水
し
た
水

を
、
夜
間
、
発

電
機
を
逆
回

転
さ
せ
て
木

曽
ダ
ム
の
水

を
御
岳
湖
に

戻
し
、
再
び
発

電
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
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三
川
分
流
工
事
の
か
な
め

         

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
背せ

割わ
り

堤て
い

　

明
治
改
修
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
木
曽
・
長

良
・
揖
斐
川
の
完
全
分
離
を
行
う
た
め
に
、
古

く
か
ら
の
木
曽
川
河
道
と
揖
斐
川
河
道
を
巧
み

に
利
用
し
、新
し
い
長
良
川
の
河
道
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。三
川
を
分
け
る
背
割
堤
の
総
延
長

は
、
約
二
〇
・
二
km
に
も
及
び
ま
し
た
。

木曽・長良背割堤の位置

上空からみた背割堤

背割堤の下流端　伊勢大橋に接続している ５

歴
史
記
録

旧
堤
防
を
利
用
し
た
背
割
堤

　

木
曽
三
川
を
象
徴
す
る
河
川
構
造
物
の

一
つ
に
背
割
堤
が
あ
り
ま
す
。
明
治
一
七

（
一
八
八
四
）
年
、
木
曽
川
下
流
改
修
計
画

策
定
に
着
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ

ニ
ス・
デ・
レ
イ
ケ(Johannis de Rijke)
は
、

木
曽・
長
良・
揖
斐
の
三
川
を
分
離
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
新
し
い
河
道
の
計
画
に

お
い
て
、
蛇
行
し
て
い
た
古
く
か
ら
の
木

曽
川
河
道
と
揖
斐
川
河
道
を
巧
み
に
利
用

し
、
木
曽
川
と
揖

斐
川
の
間
に
長
良

川
の
河
道
を
新
設

す
る
計
画
を
作
り

ま
し
た
。

　

木
曽
川
と
長
良

川
の
分
離
は
、
長

良
川
が
木
曽
川

に
合
流
し
て
い

た
成な

り
と戸（
海
津
市
）

か
ら
揖
斐
川
と
木

曽
川
が
合
流
し
て

い
る
油
島（
海
津

市
）
ま
で
の
間
に
、
高
須
輪
中
と
立
田
輪

中
の
土
地
を
開
削
し
て
、
新
し
い
長
良
川

の
河
道
を
作
り
、
木
曽
川
と
の
間
に
背
割

堤
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
と
長
良
川
の
分
離
は
、

油
島
か
ら
河
口
ま
で
の
間
に
、
長
島
輪
中

と
上
之
輪
輪
中
な
ど
の
揖
斐
川
右
岸
の
土

地
を
開
削
し
て
、
揖
斐
川
に
平
行
し
て
新

し
い
長
良
川
河
道
を
作
り
、
揖
斐
川
と
長

良
川
の
間
に
も
背
割
堤
を
作
る
計
画
と
し

ま
し
た
。

　

木
曽・
長
良
背
割
堤
と
揖
斐・
長
良
背
割

堤
の
総
延
長
は
約
二
〇・二
㎞
に
及
び
、
そ

の
う
ち
約
六
〇
％
の
区
間
で
旧
輪
中
堤
防

が
利
用
さ
れ
、
明
治
二
七（
一
八
九
四
）
年

に
着
工
し
明
治
三
五（
一
九
〇
二
）
年
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
背
割
堤
は
、
そ
の
後
の
改
修

工
事
に
よ
っ
て
堤
防
の
拡
幅
や
法
線
形
の

改
良
、
ま
た
堤
防
天
端
の
道
路
と
し
て
の

使
用
等
に
よ
っ
て
完
成
時
の
姿
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
、
所
々

に
残
さ
れ
て
い
る
旧
法
線
形
や
周
辺
の
地

形
に
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
須
輪
中
と
木
曽
・
長
良
背
割
堤

　

木
曽
川
の
右
岸
堤
防
と
長
良
川
の
左
岸

堤
防
の
両
方
の
川
の
堤
防
の
役
目
を
す
る

木
曽
・
長
良
背
割
堤
は
、そ
の
延
長
は
、上
流

端
の
成
戸
か
ら
船
頭
平
ま
で
約
一
二・四
㎞

に
及
び
ま
す
。

　

新
木
曽
川
と
新
長
良
川
は
、
古
い
木
曽

川
の
河
道
と
旧
立
田
輪
中
堤
防
を
最
大
限

に
利
用
し
て

計
画
し
て
い

る
た
め
、
場

所
に
よ
っ
て

従
来
の
木
曽

川
を
締
め
切

る
た
め
に
築

造
し
た「
締
切

堤
防
」
の
部

分
、
背
割
堤

の
た
め
に
新

し
く
築
造
し

た「
新
設
堤

防
」
部
分
お
よ
び
従
来
の
堤
防
を
そ
の
ま

ま
利
用
し
た「
旧
堤
防
利
用
」
部
分
の
三
種

類
の
堤
防
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曽・
長
良
背
割
堤
の
上
流
端
は
、
岐
阜

県
羽
島
市
桑
原
輪
中
南
端
に
接
し
て
い
る

海
津
市
成
戸
地
先
の「
新
設
堤
防
」
部
分
に

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
付
近
は
、
か
つ
て
木

曽
川
に
合
流
し
て
い
た
長
良
川
の
右
岸
側

に
あ
た
り
ま
す
。

　

三
川
を
分
離
す
る
最
初
の
工
事
と
し
て
、

明
治
三
二（
一
八
九
九
）
年
十
一
月
十
一
日
、



背割堤上流端の三川分流碑

締切堤部分の背割堤　県境を表す「愛知県」の標識がある

背割堤・成戸地先の桜並木

木曽・長良背割堤に残る松樹林６
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長
良
川
の
木
曽
川
へ
の
流
入
を
分
断
す
る

「
小
藪・
成
戸
間
の
締
切
堤
防
」
の
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
締
切
堤
防
の
部
分

は
、
現
在
で
は
桑
原
輪
中
の
下
流
端
に
位

置
し
、
長
良
川
左
岸
の
連
続
堤
防
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
締
切
工
事
と
新

設
背
割
堤
に
よ
っ
て
、
長
良
川
の
流
れ
は

初
め
て
成
戸・
日
原
間（
海
津
市
内
）
の
新

長
良
川
河
道
を
流
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
区
間
の
旧
長
良
川
河
道
跡

は
、
現
在
で
は
木
曽
川
と
長
良
川
の
堤
防

に
囲
ま
れ
桑
原
輪
中
の
一
部
と
な
り
、
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ

の
下
流
端
の
地
に
大
正
十
二（
一
九
二
三
）

年
五
月
、岐
阜
県
に
よ
っ
て「
三
川
分
流
碑
」

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
・
長
良
背
割
堤
の
新
設
堤
防
区
間

は
、
上
流
部
の
成
戸
か
ら
日
原（
海
津
市
）

間
の
約
四・九
㎞
の
区
間
で
す
。
こ
の
区
間

は
、
木
曽
川
の
河
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に

新
し
い
長
良
川
河
道
を
作
る
た
め
、
高
須

輪
中
堤
防
で
あ
っ
た
木
曽
川
右
岸
堤
防
を

撤
去
し
、
高
須
輪
中
の
中
に
新
長
良
川
河

道
と
と
も
に
新
背
割
堤
を
築
造
し
ま
し
た
。

こ
の
区
間
の
背
割
堤
の
築
造
工
事
は
、
明

治
二
七（
一
八
九
四
）
に
始
ま
り
明
治
三
一

（
一
八
九
八
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、
こ
の
区
間
の
現
在
の
長
良
川

河
道
は
、
か
つ
て
高
須
輪
中
内
の
住
居
や

耕
地
が
あ
っ
た
所
で
す
。
な
お
、
旧
木
曽

川
の
中
に
あ
っ
た
松
山
中
島
村
は
新
長
良

川
の
河
川
敷
と
な
り
消
滅
し
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
木
曽
長
良
背
割
堤
の
上
流

端
の
約
一
㎞
の
区
間
に
は
、
地
域
の
人
々

に
よ
っ
て
水
防
用
資
材
と
す
る
た
め
桜
樹

が
植
え
ら
れ
、
現
在
で
は「
中
堤
の
桜
」「
背

割
堤
の
桜
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
区
間
で
は
木
曽
川
の
河
幅

を
広
げ
た
た

め
、
高
須
輪
中

の
一
部
は
新
木

曽
川
の
河
道
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
分
が

高
水
敷
と
な
っ

て
、
今
も
木
曽

川
グ
ラ
イ
ダ
ー

練
習
場
周
辺
に

そ
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。

旧
立
田
輪
中
堤
利
用
の
背
割
堤

　

新
設
堤
防
区
間
の
下
流
端
は「
日
原
・
葛

木
間
の
締
切
堤
防
」
部
分
に
接
続
し
ま
す
。

こ
こ
は
、
か
つ
て
旧
木
曽
川
が
大
き
く
西

側
に
曲
が
っ
て
い
た
地
点
で
、
現
在
で
も

岐
阜・
愛
知
県
境
が
背
割
堤
を
横
断
し
、
地

図
上
で
、
そ
の
形
態
を
残
し
、
背
割
堤
の

上
に
も
県
境
を
示
す
標
識
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
部
分
の
締
切
工
事
は
、
塩
田（
愛
西

市
）
地
内
の
旧
木
曽
川
左
岸
堤
防
を
撤
去

し
て
、
塩
田
よ
り
船
頭
平
に
至
る
新
木
曽

川
河
道
へ
通
水
す
る
作
業
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
明
治
三
二（
一
八
九
九
）
年
十
一
月

二
十
一
日
に
旧
堤（
立
田
輪
中
堤
）
の
撤
去

を
完
了
し
通
水
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
撤
去
さ
れ
た
旧
堤
の
基
礎
部
分
は
現
在

で
も
河
川
水
位
が
低
下
す
る
干
潮
時
に
は

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

次
い
で
明
治

三
十
二
年
十
一

月
三
十
日
午
後

二
時「
日
原・
葛

木
間
の
締
切
」

に
着
手
、
午
後

四
時
締
切
を
完

了
し
て
引
き
続

き
増
築
に
着
手

し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
木

曽
川
の
流
れ
の
す
べ
て
は
、
こ
の
日
よ
り

新
し
い
木
曽
川
河
道
を
流
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
締
切
堤
防
の
区

間
は
、
県
境
を
中
心
に
し
て
約
九
〇
〇
ｍ

の
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

葛
木（
愛
西
市
立
田
町
）よ
り
下
流
船
頭

平（
愛
西
市
立
田
町
）
ま
で
の
区
間
の
背
割

堤
は
、
現
在
の
船
頭
平
閘
門
か
ら
上
流
の

約
六・五
㎞
の
区
間
に
お
い
て
、
立
田
輪
中

の
土
地
を
開
削
し
て
新
し
い
木
曽
川
河
道

を
作
り
、
そ
の
右
岸
堤
防
と
な
る
背
割
堤

は
、
旧
木
曽
川
左
岸
堤
防
で
あ
っ
た
立
田

輪
中
堤
防
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
改
良
工
事
に
よ
っ

て
堤
防
の
拡
幅
や
、
法
線
形
が
是
正
さ
れ

た
た
め
明
治
初

期
の
形
を
残
し

て
い
ま
せ
ん

が
、
旧
立
田
村

葛
木
地
先
の
長

良
川
側
の
高
水

敷
に
残
さ
れ
て

い
る
松
林
に
往

時
を
偲
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。

旧
堤
利
用
の
揖
斐
・
長
良
背
割
堤

　

デ・
レ
イ
ケ
は
、
明
治
一
一（
一
八
七
八
）

年
の
調
査
に
よ
り
作
成
し
た「
木
曽
川
下
流

概
説
」
に
お
い
て『
長
良
川
ト
揖
斐
川
ハ
現

況
ノ
如
ク
ニ
テ
此
レ
等
ヲ
分
流
セ
シ
ム
ル

ニ
及
ハ
ス
』
と
し
な
が
ら
も
、一
方
で
は『
木

曽
川
ノ
立
田
輪
中
ノ
下
流
ニ
於
テ
長
良
川

及
揖
斐
川
ト
如
何
ニ
区
別
セ
ラ
ル
ル
哉
ハ

後
日
ノ
検
査
ヲ
経
テ
且
ツ
猶
施
ス
ベ
キ
測

量
ニ
依
テ
明
瞭
ナ
ル
ベ
シ
』
と
し
て
、
長

良
川
と
揖
斐
川
の
分
離
に
つ
い
て
は
後
日

の
検
討
と
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
一
九（
一
八
八
六
）
年
に
完
成
し
た
改
修

計
画
に
お
い
て
は
、
揖
斐
川
と
長
良
川
は

完
全
に
分
離
し
、揖
斐
川
の
左
岸
側
に
新
し

く
長
良
川
河
道
を
作
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
揖
斐
川
と
長
良
川
の
背
割
堤

は
、
高
須
輪
中（
海
津
市
油
島
）
の
南
端
に

始
ま
り
、
下
流
端
は
国
道
一
号
伊
勢
大
橋



揖斐・長良背割堤の位置

松ノ木地先の背割堤。右が揖斐川

伊勢大橋直上流の背割堤（中堤）左側が揖斐川

中堤（背割堤）入口を示す
伊勢大橋内の道路標識

JR橋梁下流の背割堤

油島地先の締切堤部分
右の松林は江戸時代の締切堤部分

７

歴
史
記
録

ま
で
の
約
七・八
㎞
の
区
間
に
及
び
、
上
流

か
ら「
油
島
締
切
堤
」
の
区
間
、「
長
島
輪

中
堤
利
用
」
の
区
間
、「
旧
揖
斐
川
締
切
堤
」

区
間
お
よ
び

「
上
之
輪
輪
中

堤
利
用
」
の

区
間
が
存
在

し
ま
す
。

　

上
流
端
の

油
島
付
近
の

長
良
川
は
、

か
つ
て
は
木

曽
川
が
流
れ
、

揖
斐
川
と
合

流
し
て
い
ま

し
た
が
、
宝
暦
四（
一
七
五
四
）
年
の
薩
摩

藩
御
手
伝
普
請
や
明
和
五（
一
七
六
八
）
年

の
徳
島
藩
な
ど
に
よ
る
御
手
伝
普
請
に
よ

っ
て
油
島
締
切
堤
が
築
造
さ
れ
、
平
常
時

の
木
曽
川
と
揖
斐
川
の
流
れ
は
分
離
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
揖
斐・
長
良
背
割
堤

は
、
こ
の
油
島
締
切
堤
の
長
良
川
側
に
拡

幅
し
て
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
ノ
木
か
ら
千
倉（
桑
名
市
長
島
町
）
間

の
新
長
良
川
河
道
は
、『
松
ノ
木
ニ
起
リ
千

倉
ニ
達
ス
其
長
参
拾
弐
町
右
堤
ハ
現
在
ノ

揖
斐
川
左
岸
堤
ヲ
利
用
シ
左
堤
ハ
掘
鑿
土

砂
ヲ
以
テ
新
築
シ
尚
ホ
多
量
ノ
浚
渫
ヲ
要

ス
』と
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
に
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
長
島
輪
中
を
開
削
し
て
作

ら
れ
、
こ
の
区
間（
北
伊
勢
工
業
用
水
取
水

口
付
近
か
ら
東
名
阪
自
動
車
道
橋
梁
付
近
）

の
長
島
輪
中
堤
約
三・四
㎞
は
揖
斐
川
と
長

良
川
の
堤
防
を
兼
ね
る
揖
斐・
長
良
背
割
堤

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
長
良

川
河
道
の
開
削

は
、明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）

年
に
始
ま
り

ま
し
た
。
こ

の
た
め
一
向
一

揆
で
知
ら
れ

て
い
る
願
證

寺
跡
は
長
良

川
河
道
敷
に

没
し
ま
し
た
。

背
割
堤
の
終
点
は
大
山
田
川
合
流
点

　

東
名
阪
自
動
車
道
橋
梁
付
近
か
ら
伊
勢

大
橋
下
流
付
近
ま
で
の
揖
斐
川
は
、
旧
町

屋
川（
現
員
弁
川
・
江
戸
時
代
初
期
の
城
下

町
形
成
の
た
め
現
在
地
に
付
け
替
え
ら
れ

た
）
の
河
口
に
あ
た
り
、
町
屋
川
か
ら
の

流
出
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
大
き
く
東
側

（
長
良
川
左
岸
）に
湾
曲
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
東
名

阪
橋
梁
か
ら
JR
鉄

道
橋
ま
で
の
区
間

で
背
割
堤
の
法
線

に
合
わ
せ
て
約

七
〇
〇
ｍ
の「
締

切
堤
防
」
を
明
治

三
三（
一
九
〇
〇
）

年
か
ら
三
四
年
に

か
け
て
築
造
し
、

旧
揖
斐
川
を
締
め

切
り
ま
し
た
。

　

上
之
輪（
桑
名
市
）
か
ら
福
島（
桑
名
市
）

間（
JR
鉄
道
橋
付
近
か
ら
長
良
川
河
口
堰
下

流
付
近
）
の
従
来
の
揖
斐
川
河
道
は
、
新

長
良
川
の
河
道
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

こ
の
区
間
の
上
之
輪
輪
中
を
開
削
し
て
、

新
し
い
揖
斐
川
河
道
を
作
り
、
従
来
の
上

之
輪
の
堤
防
は
揖
斐・
長
良
背
割
堤
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
揖
斐
・
長
良
背
割
堤
は
、
上
之
輪

輪
中
の
下
流
端
す
な
わ
ち
右
支
川
大
山
田

川
の
合
流
点
で
終
わ
り
、
大
山
田
川
の
流

末
の
河
道
は
長
良
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の
通

船
路
と
し
て

利
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ

よ
り
下
流
は

十
万
山
お
よ

び
分
水
工
に

よ
っ
て
揖
斐

川
と
長
良
川

の
流
れ
を
分
離
す
る
計
画
で
し
た
。

　

こ
の
揖
斐・
長
良
背
割
堤
が
、
現
在
の
県

道
桑
名
海
津
線「（
通
称
）中
堤
道
路
」
と
し

て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
九（
一
九
三
四
）年
の
伊
勢
大
橋
の
架
橋

を
契
機
と
し

て
、
岐
阜
方
面

へ
の
道
路
を
期

待
す
る
地
域
の

要
望
に
応
え

て
、
揖
斐
川
へ

の
通
船
路
を
伊

勢
大
橋
下
流
へ

移
転
さ
せ
、
背

割
堤
を
伊
勢
大

橋
ま
で
延
伸
し

た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
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一
．
は
じ
め
に

　

前
号
七
四
巻
で
、
水
門
川
と
荒
田
川
の

創
建
時
の
水
門
建
設
経
緯
と
明
治
期
に
改

築
さ
れ
た
両
水
門
の
構
造
に
つ
い
て
若
干

触
れ
た
。そ
こ
で
本
号
で
は
建
設
経
緯
を
割

愛
し
、
明
治
期
か
ら
一
代
前
に
改
築
さ
れ

た
両
水
門
の
構
造
を
概
観
し
、
改
築
に
よ

る
水
門
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。

二
．
水
門
川
の
安
政
期
の
水
門

　

使
用
し
た
絵
図
は
、
一
八
五
四（
安
政
元
）

年
の
水
門
を
一
八
七
四（
明
治
七
）
年
に
写

し
た「
水
門
古
絵
図
写
」
で
、
寸
法
は
前
号

と
同
様
に
既
知
の
長
さ

か
ら
換
算
し
た「
目
安
程

度
」
の
値
で
あ
る
。

二
ー
一　

水
門
の
形
状

「
明
治
以
前
日
本
土

木
史
」
は
明
治
期
の
水

門
を「
其
堅
固
な
る
宛
も

城
門
の
如
し
」
と
述
べ
、

水
門
の
復
元
模
型
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
明
治
期
の
水
門
に
関
す
る
記

述
と
写
真
か
ら
、
江
戸
時
代
の
水
門
形
状

も「
城
門
」の
様
だ
と
想
像
を
膨
ら
ま
し
て

い
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
五
四（
安
政
元
）
年
に

改
築
さ
れ
た
水
門
に
は「
櫓

や
ぐ
ら」
の
様
な
構
造

物
は
な
く
、
水
門
中
央
上
部
に
欄
干
の
無

い
橋
が
付
い
た
形
状
で
、
明
治
期
の
水
門

と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
（
一
）
水
門
の
大
き
さ

水
門
の
高
さ
は
、「
冠か
ぶ
き木
」
の
下
か
ら
水

門
底
部
の「
開
土
台
柱
」
下
ま
で
で
、
約
四

間
半
で
あ
る
。

水
路
部
は
、
中
央
部
の「
冠
木
」
に
挟

ま
れ
た
部
分
で
あ
り
、「
開
土
台
柱
」
か
ら

一
間
程
上
に
、
明
治
期
と
同
じ
長
さ
約
二

間
の
水
路
底
部
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
路
高
さ
は
、
上
下
流「
登
笠
木
」

の
最
上
部
を
繋
ぐ「
貫
木
」か
ら
水
路
底
部

ま
で
の
長
さ
で
約
三
間
四
尺（
明
治
期
は
四

間
）、
水
路
部
の
幅
は
平
面
形
状
よ
り
約
三

間（
明
治
期
は
四
間
）
で
あ
る
。
な
お
、
水

門
上
部
の
中
央「
冠
木
」
間
に
、
幅
約
一
間

五
尺（
図
に
は
一
間
半
と
記
述
）、
水
路
幅

方
向
に
長
さ
約
三
間
半
の
欄
干
の
な
い
橋

が
架
か
っ
て
い
る
。

羽
口
部
の
長
さ
に
つ
い
て
、
上
流
側
羽

口
部
の
長
さ
約
五
間
三
尺（
六
尺
五
寸
×

五
）
と
下
流
側
羽
口
部
の
約
三
間
か
ら
、

水
門
の
全
長
は
約
一
〇
間
三
尺
で
あ
る
。

明
治
期
の「
小
屋
」
部
分
の
水
門
側
面
の

構
造
に
つ
い
て
、
安
政
期
の
上
下
流「
登
笠

木
」
部
以
外
の「
開
柱
」
は
明
治
期
に
同
じ

本
数
の「
側
柱
」
に
替
わ
り
、
明
治
期
の「
小

屋
」
部
分
は
、
水
路
部
下
流
端
の「
側
柱
」

を
境
に
、
上
下
流
側
へ
の「
桁
柱
」
を
介
し

て
設
置
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
小
屋
」

の
上
下
流
側
の
屋
根
部
分
は
各「
冠
木
」
部

に
、「
小
屋
」
部
分
の
外
壁
を
形
作
る「
枡
柱
」

は
水
路
部
上
下
流
端
の「
側
柱
」
上
に
設
置

さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
各
時
代
で
外
観
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
が
、
水
門
側
面
の
部
材
組
立

構
造
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
言
え
る
。

　
（
二
）
羽
口
の
形
状
に
つ
い
て

羽
口
端
部
の
開
口
幅
は
、
上
流
羽
口
部



「厚見郡加納輪中水門絵図」（岐阜歴史資料館蔵）（上図）と
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は
一
四
度
ほ
ど
で
上
流
側
に
広
が
っ
て
お

り
、
投
影
し
た
川
幅
方
向
の
各
長
さ（
約
一

間
二
尺
）
に
水
路
幅
を
加
え
て
約
五
間
四

尺（
明
治
期
は
六
間
四
尺
）
で
あ
る
。
一
方
、

下
流
側
羽
口
部
の
開
口
幅
は
、
一
〇
度
ほ

ど
で
広
が
り
約
四
間（
明
治
期
は
五
間
半
）

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
路
幅（
三
間
）
が
明

治
期
よ
り
一
間
短
い
こ
と
に
呼
応
し
て
、

羽
口
端
部
の
開
口
幅
も
明
治
期
よ
り
短
く

な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
下
流
各
三
本
の「
冠
木
」

の
位
置
に
、「
上
之
間
二
丈
・
・
、
下
之
間

一
丈
・
・
」
等
と
記
し
て
お
り
、「
冠
木
」

を
載
せ
て
い
る「
開
柱
」
が
川
底
に
垂
直
で

は
な
く
両
岸
側
に
僅
か
に
傾
き
、断
面
幅
が

各「
冠
木
」の
上
・
下
部
で
異
な
っ
て
い
る
。

羽
口
側
面
の
傾
き
角
度
を
求
め
る
と
、

下
流
羽
口
部
で
は
扉
側
で
約
〇・一
度
か
ら

下
流
端
で
約
二・二
度
、
上
流
羽
口
部
で
も

約
一・八
度
か
ら
上
流
端
で
約
二
・九
度
と
、

水
路
部
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
角
度
が
増
し
、

さ
ら
に
下
流
羽
口
部
の
傾
き
角
度
は
上
流

側
よ
り
小
さ
い
。

こ
の
傾
き
に
つ
い
て
は
、
下
流
側
の
羽

口
開
口
幅
は
上
流
側
よ
り
狭
い
の
で
、
下

流
羽
口
部
の
流
速
は
上
流
側
よ
り
も
早
く

な
る
。
そ
こ
で
、
早
い
流
速
へ
の
対
処
法

と
し
て
下
流
羽
口
部
の
傾
き
角
度
を
上
流

側
ほ
ど
大
き
く
せ
ず
に
、
両
岸
か
ら
の
土

圧
対
策
と
流
水
を
穏
や
か
に
水
門
に
流
出

入
さ
せ
る
目
的
で
、
羽
口
側
面
を
傾
け
た
、

と
推
測
し
て
い
る
。

　
（
三
）「
捨
て
杭
」
の
配
置
に
つ
い
て

水
門
周
辺
の「
捨
て
杭
」
は
両
時
代
で
類

似
し
た
数
と
配
置
で
あ
る
。
違
い
は
、
安

政
期
に
は
、
扉
部
の「
蛇
柱
」
と
そ
の
隣
の

「
冠
木
」
が
載
る「
側
柱
」
の
間
か
ら
、
明

治
期
よ
り
一
列
多
く「
捨
て
杭
」
が
岸
方
向

に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

時
代
毎
に
水
路
本
体
の
安
全
を
期
す
た

め
、
土
圧
な
ど
に
対
処
す
る
様
々
な
工
夫

が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
捨
て

杭
」
の
数
と
配
置
の
類
似
性
は
、
前
述
し

た「
明
治
期
の
小
屋
部
分
の
建
設
は
水
門
構

造
を
大
き
く
変
え
て
は
い
な
い
」、
と
の
考

え
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
ー
二
安
政
期
の
水
門
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と

・
安
政
期
の
水
路
幅
は
、
明
治
期
よ
り
一
間

　

短
い
三
間
で
あ
る
。
こ
の
幅
に
呼
応
し

　

て
、
上
下
流
の
羽
口
開
口
幅
は
明
治
期

　

よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
両
時
代
の

　

水
門
長
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

・
明
治
期
の
水
路
幅
の
拡
幅
に
起
因
し
て
、

　

土
圧
と
流
出
入
す
る
流
勢
に
対
処
す
る

　

た
め
に
羽
口
部
を
岸
側
へ
傾
け
る
手
法

　

に
替
え
、
水
路
底
を
石
張
り
に
し
、
水

　

路
側
壁
を
積
み
石
と「
た
た
き
」
等
で
強

　

固
に
し
た
、
と
考
え
た
い
。

・
安
政
期
の
水
門
に
は
、
明
治
期
の「
小
屋
」

　

部
分
は
無
い
が
、
両
時
代
の「
捨
て
杭
」

　

の
配
置
と
数
の
類
似
性
、
安
政
期
の「
開

　

柱
」
と
明
治
期
の「
側
柱
」
と
の
対
応
よ

　

り
、
安
政
期
の
水
門
構
造
を
大
き
く
変

　

え
ず
に
〃
二
階
建
て
を
建
て
増
し
す
る
〞

　

こ
と
は
、
余
り
難
し
く
は
な
か
っ
た
、　

　

と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
荒
田
川
の
嘉
永
期
の
水
門

　

使
用
し
た
絵
図
は
、
一
八
四
八（
嘉
永
元
）

年
に
改
築
、
一
八
六
二（
文
久
二
）
年
に
修

理
し
た
水
門
を
一
八
七
八（
明
治
一
一
）
年

に
写
し
た「
厚
見
郡
加
納
輪
中
水
門
絵
図
」

で
あ
り
、
寸
法
は
水
門
川
と
同
様
に「
目
安

程
度
」
の
値
で
あ
る
。

三
ー
一
水
門
の
形
状　

　
（
一
）
水
門
の
大
き
さ

水
門
全
長
は
一
八
間（
明
治
期
は
一
六

間
）、
水
門
の
高
さ
は「
開
土
台
柱（
七
間
）」

か
ら
小
屋
の
頂
部
ま
で
約
七
間
二
尺
で
明

治
期
と
同
じ
で
あ
る
。

　

水
路
部
側
面
は
、
上
下
流
端
の「
蛇
柱
」

と
水
門
中
央
部
の「
側
柱
」
か
ら
な
り
、
水

路
部
の
高
さ
は
二
間
一
尺
、
長
さ
は
四
間

ほ
ど
、
幅
は
約
三
間
で
あ
る
。
な
お
、
明

治
期
の
水
路
長
さ
は
、「
仮
締
め
切
り
図
」

に
長
さ
四
間
と
書
い
て
あ
る
が
、
他
の
寸

法
よ
り
三
間
と
訂
正
し
た
。

　
（
二
）「
小
屋
」
の
設
置
に
つ
い
て

上
部
の「
小
屋
」部
分
の
支
持
状
況
が
、嘉

永
期
と
明
治
期
で
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

嘉
永
期
に
は
、
羽
口
部
は「
開
土
台
柱
」

上
に
配
置
さ
れ
た「
開
柱
」
で
、
水
路
部
は

「
蛇
柱
」と「
側
柱
」で
構
成
し
て
い
る
。ま
た
、

羽
口
上
部
の
屋
根
を
除
く「
小
屋（
一
階
は

水
路
長
さ
と
同
じ
、
二
階
約
二
間
）」
外
側

の「
枡
柱
」
は
、
水
路
上
部

の「
桁
柱
」を
介
し
て
配
置
さ

れ
て
お
り
、「
二
階
建
て
の

家
」
が
水
路
上
部
に
載
っ
た

よ
う
な
構
造
で
あ
る
。

一
方
、明
治
期
に
は
、「
開

柱
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る「
中

笠
木
」
部
以
外
の「
開
土
台

柱（
七
間
三
尺
）」
上
に
、「
開

柱
」と「
側
柱
」が
設
置
さ
れ
、

「
小
屋（
一
階
約
二
間
五
尺
、

二
階
約
二
間
）」
部
分
と
上

流
側
の「
屋
根
」
部
分
を
支

え
る「
桁
柱
」は
下
流
側
の「
屋

根
」
部
分
を
支
え
る「
桁
柱
」

と
別
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
小

屋
」
の
下
流
側「
枡
柱
」
は

水
路
部
の「
側
柱
」
と
一
致



「加納藩輪中絵図」の部分（岐阜歴史資料館蔵）

水門川と荒田川の各時代での水門寸法
（注1）前号の寸法は換算間違い
（注2）前号で使用した「仮締め切り図」には長さ四間と書いてあるが、平面図から三間と訂正

羽口部形状と各袖柵の長さと高さ（岐阜歴史資料館蔵）
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し
て
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、水
門
川
の
水
門
で
は
、
明
治

期
の
改
築
時
に
水
門
側
面
の「
部
材
の
役
割

は
替
わ
っ
た
」も
の
の
、「
部
材
組
立
構
造

に
大
き
な
変
化
は
な
い
」
と
推
測
し
た
が
、

荒
田
川
で
は
、
改
築
後
に
柱
の
本
数
も「
小

屋
」
を
支
え
る
構
造
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
。

　
（
三
）
羽
口
に
つ
い
て

　

羽
口
の
開
口
角
度
と

袖
柵
の
長
さ
は
上
下
流

と
左
右
岸
で
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
る
。

　

上
流
側
の
羽
口
は
右

岸
側
に
約
二
七
度
、
左

岸
側
に
約
四
〇
度
で
広

が
り
、
上
流
側
羽
口
端

部
の
開
口
幅
は
約
一
〇

間
四
尺（
明
治
期
は
九
間

三
尺
）。
一
方
、
下
流
側

の
羽
口
は
右
岸
側
に
約

三
八
度
、
左
岸
側
に
約

三
六
度
広
が
り
、
下
流
側

羽
口
端
部
の
開
口
幅
は

約
一
一
間
三
尺（
明
治
期

は
一
一
間
二
尺
）で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
期
の
下
流
側
羽
口
部
は
、

羽
口
の
水
平
投
影
長
さ（
六
間
）
の
ほ
ぼ
中

間
長
さ
ま
で
水
路
部
か
ら
緩
い
開
口
角
度

で
広
が
っ
て
約
五
間
の
開
口
幅
と
な
っ
た

後
、
大
き
な
開
口
角
度
で
嘉
永
期
の
開
口

幅
に
近
い
幅
に
拡
幅
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
明
治
期
に
は
水
路
長
さ
を
一

間
短
く
し
、
水
門
長
さ
が
嘉
永
期
よ
り
も

二
間
短
く
な
っ
た
が
、
開
口
角
度
を
二
段

階
に
変
え
て
、
下
流
羽
口
端
部
の
開
口
幅

を
嘉
永
期
と
ほ
ぼ
同
じ
に
し
た
、と
推
測
し

て
い
る
。

　
（
四
）
水
門
設
置
時
の
河
道
状
況

右
岸
側
の
袖
柵
に
注
目
す
る
と
、
上
下

流
右
岸
の
袖
柵
長
さ
は
左
岸
側
よ
り
長
く
、

特
に
、
下
流
右
岸
側
の
袖
柵
長
さ（
八
間
半
）

と
高
さ（
五
尺
）
が
一
番
長
く
て
高
い
。

こ
の
理
由
を
、
一
八
七
二（
明
治
五
）
年

以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る「
加
納

藩
輪
中
絵
図
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

同
図
に
は
、
嘉
永
期
の
水
門
が
右
岸
の

無
堤
地
寄
り
に
描
か
れ
、
さ
ら
に
、
水
門

下
流
で
右
岸
に
注
ぐ
論ろ

ん
で
ん田
川
、
左
岸
の
百

曲
が
り
堤
、
水
門
下
流
の
悪
水
吐
け
、
濃

尾
地
震
の
震
災
復
旧
工
事
で
完
成
す
る「
新

川（
新
荒
田
川
）」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

水
門
が
震
災
復
旧
工
事
で
一
八
九
五（
明

治
二
八
）
年
に
現
岐
阜
市
高
河
原
に
煉
瓦

で
新
築（
高
河
原
閘
門
）
さ
れ
る
ま
で
は
、

洪
水
時
に
水
門
を
閉
じ
る
と
、
論
田
川
左

岸
を
越
流
し
た
濁
水
や
荒
田
川
右
岸
側
の

田
畑
に
滞
留
し
た
雨
水
が
、
右
岸
無
堤
地

か
ら
水
門
上
流
部
の
河
道
に
流
れ
込
む
の

が
常
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
た
め
、
上
流
右
岸
側

に
流
入
す
る
流
水
を
速
や
か
に
水
門
へ
流

入
さ
せ
る
た
め
、
上
流
右
岸
の
羽
口
開
口

角
度
を
小
さ
く
、
袖
柵
長
さ（
八
間
）
を
左

岸
側（
三
間
半
）
よ
り
も
長
く
し
、
ま
た
、

論
田
川
か
ら
の
逆
水
に
対
し
て
、
下
流
右

岸
側
の
袖
柵
の
長
さ
と
高
さ
を
大
き
く
し

た
、
と
考
え
た
い
。
な
お
、
明
治
期
の
水

門
設
置
位
置
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

三
ー
二
嘉
永
期
の
水
門
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と

・
水
路
長
さ
が
一
間
ほ
ど
変
わ
っ
て
も
、
下

　

流
羽
口
開
口
幅
は
ほ
ぼ
同
寸
法
に
保
た

　

れ
た
、
よ
う
で
あ
る
。

・
水
門
上
流
側
へ
の
流
入
と
下
流
側
か
ら
の

　

逆
水
に
対
処
し
て
、
嘉
永
期
の
羽
口
開

　

口
角
度
と
袖
柵
の
長
さ
が
上
下
流
と
左

　

右
岸
で
異
な
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。

・
嘉
永
期
は
、
羽
口
部
は
全
て「
開
柱
」
で
、

　

水
路
部
は
上
下
流
の「
蛇
柱
」
と「
側
柱
」

　

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
小
屋
」
部
分
が

　

水
路
上
部
に
載
っ
た
よ
う
な
構
造
で
あ

　

り
、
明
治
期
の
水
門
側
面
の
構
造
と
大

　

き
く
異
な
っ
て
い
る
。

四
．
お
わ
り
に

　

水
門
川
と
荒
田
川
の
各
時
代
で
の
水
門

寸
法
よ
り
、水
路
幅
の
変
化
に
呼
応
し
て
羽

口
端
部
の
開
口
幅
は
変
化
す
る
が
、水
路
長

さ
が
変
化
し
て
も
下
流
羽
口
開
口
幅
は
一

定
に
保
た
れ
る
、と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
水
門

川
の
水
門
で
の「
羽
口
部
の
傾
き
」
か
ら「
敷

石
」
や「
た
た
き
工
法
」
へ
の
変
更
、
荒
田

川
の
水
門
で
の
上
下
流
と
左
右
岸
で
の「
羽

口
開
口
角
度
の
違
い
」
か
ら
下
流
羽
口
部

の「
二
段
階
拡
幅
」

の
よ
う
に
、
水
門

を
設
置
す
る
川
毎

に
、
水
路
部
へ
流

入
す
る
水
勢
の
緩

和
と
土
圧
に
対
処

す
る
た
め
、 

改
築

時
に
新
た
な
工
夫

が
水
門
に
加
え
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
改
築

に
よ
る
水
門
部
材

の
役
割
の
変
化
に

つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■
参
考
文
献

『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
昭
和
一
一
年　

編
集
土
木
学
会

『
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
絵
図
解
説
目
録
』　

　

昭
和
六
〇
年　

中
部
地
方
建
設
局
木
曽
川
上
流
工
事

　

事
務
所

『
日
置
江
の
歴
史
』平
成
一
八
年　

川
並
秀
賢

　

岐
阜
市
日
置
江
自
治
会
連
合
会




